
概要

リモートセンシングによる
定量的な鉱物資源探査

宇宙の資源を探査する

実用化の可能性

UBICからのメッセージ

研究概要図

准教授 北里 宏平

1

No.E-5

○リモートセンシング技術
人工衛星のデータを利用した資源探査のリ

モートセンシングでは、可視〜赤外波長域の
スペクトルデータを使って地表面の構成鉱物
を推定します。鉱物は固有のスペクトル特徴
からその種類を識別することが可能ですが、
鉱物の構成比を定量化するには同時に地表面
の物理状態（ラフネスや粒子サイズ）も求め
る必要があります。

○鉱物資源探査
この研究では、スペクトルライブラリと輻

射輸送計算を組み合わせて地表面の物理状態
に応じたスペクトルを再現させることによっ
て、鉱物の構成比を定量化する手法を開発し
ます。

○月惑星探査への応用
近年、地球表面のみならず、日本の「はや
ぶさ」や「かぐや」などの惑星探査機の打ち
上げにより、小惑星や月、他の惑星を対象と
したリモートセンシングも行われています。
われわれは、現在プロジェクト進行中の「は
やぶさ２」や将来の探査機に搭載する観測機
器の開発も行っています。

○スペクトルデータから物質の成分や状態
を探る技術は、リモートセンシング技術と
して、地球の資源探査において必要不可欠
なものです。月惑星探査でも利用され、科
学上の大きな発見にもつながっています。
スペクトルデータ解析は、このような探査
分野以外にも幅広い応用が可能なため、今
後の技術転用が期待されます。
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